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おーい図書館会則

第1条 この会の名称は｢おーい図書館｣とする。

第2条 この会の事務局は代表宅におく。

第3条 この会は､市民の要求に応える新しい図書館作りを目指す。

第4条 第3条の目的に達するために

1、図書館についての情報収集や学習を行う。

2、学習の成果を地域の図書館活動の中に生かす。

3、その他､必要な活動を行う。

第5条 この会には、図書館に関心のある者は､誰でも入会することができる。

第6条 この会の経費は､会費とその他の収入をもって当てる。

第7条 この会の会計年度は､毎年4月1日にはじまり、3月31日に終わる。

第8条 この会の役員は､次の通りとする。

・代表 1名

･副代表 1名

・書記 1名

・会計 2名

・会計監査 2名

第9条 この会の役員の任期は1年とし､再選を妨げない｡但し､兼任は認めない。

第10条この会の役員の選出は､会員の互選で決定される。

第11条総会は年1回開き､前年度の会計決算及び活動の報告､新年度の予算､活動計画

等を審査､決定する。

議事の成立は､参加者の過半数の賛成をもって決する。

第12条この会の会則は､必要に応じて会員の合意のもとに改正することができる。

この会則は1995年3月25日より運用する。

この会則は2009年2月25日より運用する。

この会則は2010年4月24日より運用する。

この会則は2011年4月16日より運用する。

この会則は2015年4月18日より運用する。

この会則は2016年4月16日より運用する。

この会則は2018年4月14日より運用する。

付則

一一一
一一

皇鰯蛎浮皇鰯蛎浮 ’１
１



(4）

2017年4月1日～2018年3月31日決算報告
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簔演今経曹←「とし上かん|鑑誌料一全園｡県閏係蓮終今鐸譽篝

’

繰越金

会費
I

計

修費
UVA

333,898

95,000

9,900

38,501

477,299

95人×1,000円

講演会参加費
＝

＝T

ﾛ矛’E．』 ー

会議；

研修費

通信費

事務費
言一．芦＝

計

3,878

43.777

69，115

22,712

0

139,482

会場費

講演会経費、「としょかん｣文庫､全国･県関係連絡会等
メール便､郵便代等

印刷･用紙･コピー｡製版｡封筒｡事務局費等

繰越金

会費
P

Ｆ
ｊ
ｒ

計

修費
ⅡUA

337，817

100,000

10,000

2,000

449,817

100人×1,000円

講演会参加費等

寄付､利息等 －－－－ ‐－－－－－－

会議費 5.000 会場費等

研修費 70,000

通
,

1呂真
F一一

事】
雫4

－盲F‐

費
＝

70,000

30.000

274,817

449,817

メール便､郵便､宅急便等

印刷、用紙､コピー､製版､事務局費等


